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開 催 日： 

       平成 28 年 9 月 9 日（金） 快晴     

開催テーマ：                

禅の源流・建長寺の清風 

開催場所： 

    山ノ内地区②            

記 入 者： 

飯富 禧子  

参加人数：    

寺社を巡る会会員  男   30 名   女    6 名   計  36 名 

ビジター      男    1 名   女   名   計  1 名 

合   計                        37 名 

実施内容（実施の項目、方法、効果・成果、宿題 など）： 

コース： ＪＲ北鎌倉駅 ～ 建長寺 ～回春院（建長寺塔頭） ～ 円応寺（建長寺境外塔頭） 

 ～ ＪＲ鎌倉駅（解散） 

 

円覚寺山門下に集合、建長寺へ随時参集して探訪を開始した。９月とは言え、真夏の様な炎天

下を歩き、建長寺に辿り着いた時には広々とした境内を吹き抜ける涼風に生き返る心地がした。

『天下禅林』の扁額が掲げられた西の外門で建長寺創建の経緯を聞いた。開山は宋の高僧蘭渓道

隆（諡号：大覚禅師）、開基は鎌倉幕府第五代執権北条時頼、鎌倉五山第一位、わが国最初の禅寺

である。約７６０年の永きに亘り生き抜いてきた仏殿前の巨大な柏槇群（名勝史跡・新日本名木

百選）を見た時、当寺の歴史の重みを実感した。三門（山門）脇に『福山はすべて松関を閉じず、

無限の清風来たりて未だやまず』という蘭渓道隆の言葉が掲示されていたが『建長寺はあらゆる

人々（修行者）に門を開放している』ことを表しているということである。 

建長寺の本尊が祀られている重文の仏殿へ入り、地蔵菩薩座像を参拝した。この仏殿は東京芝

の増上寺に建てられていた徳川二代将軍秀忠夫人（崇源院：お江）の霊屋の拝殿を移築したもの

という。この地は地獄谷と呼ばれる処刑場の跡地であったということなので、六道（地獄道・餓

鬼道・畜生道……等）を輪廻する衆生を救う菩薩と言われる地蔵菩薩が祀られたのではと推察さ

れた。 

  回春院は建長寺塔頭の一つであるが、建長寺開山の蘭渓道隆の諡号に因む大きな大覚池が印象

的な塔頭である。この地はかつて地獄谷と呼ばれ、罪人の処刑場であった。この地にあった地蔵

堂（心平寺）に祀られていた地蔵菩薩が建長寺創建にあたり建長寺仏殿に移され祀られている。 

最後に円応寺を参拝した。中央に運慶作と伝わる重文の本尊閻魔大王座像（木造）が鎮座し、

左右に各回忌を司る王が祀られている。不思議だったのは、閻魔大王の説明文に『地蔵菩薩の化

身である』、初七日を司る奉広王が『不動明王の化身である』と書かれていたことである。神仏混

交と似たような状況が、道教の十王思想と日本の仏教の間に起こったのではないかと思った。 

蘭渓道隆『無限の清風来たり』という言葉通り、禅林の清風を感じた一日であった。 

 

参加者の状況・意見など： 

  快晴で暑い日であったが半日コースということに励まされて、一同元気に鎌倉へ戻って来た。 

   

次回の予定：  

   10 月 6 日（木）10：00  藤沢駅集合  遊行寺、永勝寺、義経首洗井戸、白幡神社 

 


